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臓器に生じる疾
しっぺい

病を、「正常か
らの逸脱の度合い」という見
方で捉えて疾患の本質を理解
し、糖鎖機能が作用する局面
を探索しています。また糖鎖
機能解析技術を活用して、こ
れまで検出できなかった疾患
の病理を明らかにし、個人そ
れぞれにフィットした効果的
な医療の実現に貢献したいと
考えています。
専門は人体病理学。研究員〜
主任研究員として 8 年間在籍
した愛知県がんセンター研究
所腫瘍病理学部より、2006
年 4 月に産総研へ赴任しまし
た。茨城県には 30 人しかい
ない認定病理専門医の一人で
す。

連動した（血液中の）タンパク量変動を指標とし
て探索されています。しかしこのプロジェクト
では、糖鎖医工学研究センターの技術を最大限
に生かして、特定の糖タンパク質に見いだされ
る糖鎖構造の変化に着目しました。もちろん、
キープレイヤーとなる糖タンパク質は、疾患の
病理を担う細胞に由来することを前提として
います。肝炎関連疾患では病態を捉えるのに有
用な複数のマーカー候補を同定し、これらの中
から現在の臨床ニーズにフィットしたものを選
択して、これまで血液検査では不可能であった
線維化の測定を可能としました。なおこのマー
カーを利用すると、ウイルス性肝炎を原因とす
る肝硬変患者を感度95 ％、特異度91 ％、正診
率93 ％という高精度で同定できるようになり
ます。

今後の展開
　糖鎖医工学研究センターでは、より多くの方
が利用できるように、「研究室レベルでの検出シ
ステム」から、「市中病院の臨床検査室で使用可
能な検出システム」へと開発を進めており、早
急に実用化を達成したいと考えています。また
開発したマーカーは、線維化を治療標的とした
薬剤の効果判定を可能とします。候補薬剤のス
クリーニングや臨床治験を行う製薬各社に協力
し、新薬開発と実用化支援を行うことで、肝炎
関連疾患の克服に貢献したいと考えています。

血液検査で肝炎の進行度がわかる
疾
しっ か ん

患糖鎖マーカーによる診断治療の革新

肝炎検査の現状
　慢性肝炎の治療では、「活動性（炎症の程度）」
と「進行度（線維化）」の二つのパラメーターを評
価することが必要です。しかし現在の血液検査
技術では、「活動性」の評価は可能ですが、肝臓
で進む病気の進行度=線維化を測定することは
できません。このため、体外より肝臓に向けて
差し込んだ針で組織を採取し、病理組織学的な
評価を実施します。患者には出血などのリスク
があるため、1週間程度の入院が必要となり、
社会的経済的な活動が制約されることになりま
す。日本のB型肝炎、C型肝炎感染者はそれぞれ、
100 ～ 130万人、150 ～ 200万人と推定される
ことから、肝炎の治療に関連した検査による社
会的、経済的損失はとても大きいと考えられま
す。

発見したマーカー
　2006年度より開始したNEDOの「糖鎖機能活
用技術開発」プロジェクトでは、大学、臨床機
関、民間会社など、全国38の研究機関との共同・
分担研究を実施しています。このプロジェクト
の集中研究機関である糖鎖医工学研究センター
では、成松研究センター長のもとに各研究チー
ムの枠組みを超えて柔軟に活動できる「腫

しゅよう

瘍
マーカー開発特命班」を設置し、疾患糖鎖マー
カーの開発を進めてきました。
　一般に疾患マーカーは、疾患の発症と進展に関連情報：
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2009 年 10 月 2 日「血液
検査で、がんに向かう肝炎
の進行度がわかる〜糖鎖解
析技術を用いて〜」

がんに向かう肝炎の進行度を、糖鎖解析技術で評価
疾患の進展に伴って糖鎖構造の変化する糖タンパク質のモデル図 (a) → (b)
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